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良かったこと調査は、心地よい人やモノとのかかわりを、日々の 暮らしの中や様々な地域で広げていくことを目的としています。
本誌では2020年度に行った「地域における良かったこと調査」か ら、沖縄県(沖縄編）、岡山市（岡山編）の結果を一部ご紹介します。

NPO法人バリアフリーネットワーク会議（沖縄県沖縄市）が中心となって、沖縄県、沖縄県内の
障害者団体、関連団体13団体にご協力をいただき調査を実施しました。調査概要は以下の通りです。
全回答者数：71名

）訳内（ 
1.性別：女性33名、男性34名、無回答3名、その他1名 
2.年代：10代5名、20代6名、30代9名、40代8名、50代18名、60代15名、70代5名、無回答5名
3.居住地：沖縄市24名、那覇市21名、宜野湾市6名、八重瀬町5名、うるま市3名、南風原市2名、
　　　　　糸満市2名、中城村・読谷村・西原町・浦添市それぞれ1名ずつ計4名、無回答4名 

NPO法人まちづくり推進機構岡山（岡山県岡山市）が中心となって、岡山市、岡山市内の
障害者団体8団体のご協力をいただき調査を実施しました。調査概要は以下の通りです。
全回答者数：83名

）訳内（ 
1.性別：女性55名、男性28名 
2.年代：10代2名、20代4名、30代2名、40代10名、50代8名、60代24名、70代26名、80代7名
3.居住地：岡山市北区31名・中区25名・東区12名・南区7名、倉敷市3名、
　　　　　瀬戸内市・備前市それぞれ1名ずつ計2名、無回答3名 

【駅や交通機関】
・毎週バスに乗るのですが、弱視でバスの番号が見えなくて、通るバス 1台 1台にとまってもらって
　番号を聞いていましたが、今では運転手さんが私のことを覚えてくれて、バスの番号を放送して
　停まってくれるようになりました。（弱視 10 代女性）
・モノレールで駅を出るまで段差がないので移動しやすい。（精神障害 50 代女性）
・他の人がいたけど、降り終るまでまっていてくれた。急がしたりせずまっていてくれた事が
 嬉しかった。（下肢障害 40 代男性）
・沖縄イコール観光地と言う事で、色々な所にスロープ、多目的トイレが大きかったり広かったりと、
 きれいに設備されてきて助かります。（10 代下肢障害のお子さんの母親）

【飲食店】
・回転寿司等、車椅子用のテーブルが用意されていてうれしいです。
　（10 代下肢障害のお子さんの母親）
・行きつけのお店で、自分達を障害者ではなく、普通のお客として接してくれたこと。
　（弱視・上下肢障害 30 代男性）

【スーパーやコンビニエンスストア】
白杖をもって入店すると店員さんがぱっと出てきてなにかお手伝いしましょうかと聞いてくれる。
（全盲 50 代男性）

【全般】
場所問わず、子供を連れて行きやすくしてくれているのは、お母さん達にとっては、
とても助かりますし、その場所に行く事によって親子連れで楽しめたらすごくうれしいですね。
今後、そのような所がもっと増えるといいですね (^ ♬̂　（10 代発達障害のお子さんの母親）

【駅や交通機関】
・バスで空席に案内してくれる。駅では駅員さんが誘導してくれる。一般の人も
　声をかけてくれる。（全盲 60 代男性）
・バスの運転手さんが、バスカードの残金を言ってくれる。（弱視 70 代女性）

【飲食店】
マスクをかけたまま話す店員さんがほとんどなので「耳が聞こえません」と（身振りで）話したら、
気づいて筆談して下さる店員さんもいて良かったと思った。昔は聴覚障害者に対するコミュニケー
ションとか、あまり理解できない人もほとんどでしたが、今は時代が変わり伝達方法を考えて応じ
て下さる人も多くなったと思いました。（ろう 60代女性）

【スーパーやコンビニエンスストア】
・高い棚の上の物を取ってくれる。レジのカウンターの外に出てきて、買った物を
　渡してくれる。　（下肢障害 20代女性）
・写真の現像の時や FAX の仕方を何十分もかけて教えていただき、とてもありがた
　かったです。（精神障害 50代女性）
・行きつけのスーパーでは、私の事を耳の聞こえない人と知っているので、QRコードで支払いの時、
　「『ピッ』と鳴ったよOK♡　」と身振りで言ってくださるのが嬉しい。（ろう 40 代女性）
・「おつりは千円札だけにしましょうか？」と尋ねてくれた。
　5千円札が混じると間違えることがあるので、ほかの店ではこちらから要求しているが、
　応じてくれる店とくれない店がある。店員さんから言われたのでうれしかった。（全盲 60代女性）

【商店街】
洋服店で、車いすが入ることができる試着室が多くなった。（下肢障害 20代女性）

2013年から本格的に開始した良かったこと調査も8回目を迎えま した。

協力：一般財団法人日本児童教育振興財団



良かったこと調査は、心地よい人やモノとのかかわりを、日々の 暮らしの中や様々な地域で広げていくことを目的としています。
本誌では2020年度に行った「地域における良かったこと調査」か ら、沖縄県(沖縄編）、岡山市（岡山編）の結果を一部ご紹介します。

NPO法人バリアフリーネットワーク会議（沖縄県沖縄市）が中心となって、沖縄県、沖縄県内の
障害者団体、関連団体13団体にご協力をいただき調査を実施しました。調査概要は以下の通りです。
全回答者数：71名

）訳内（ 
1.性別：女性33名、男性34名、無回答3名、その他1名 
2.年代：10代5名、20代6名、30代9名、40代8名、50代18名、60代15名、70代5名、無回答5名
3.居住地：沖縄市24名、那覇市21名、宜野湾市6名、八重瀬町5名、うるま市3名、南風原市2名、
　　　　　糸満市2名、中城村・読谷村・西原町・浦添市それぞれ1名ずつ計4名、無回答4名 

NPO法人まちづくり推進機構岡山（岡山県岡山市）が中心となって、岡山市、岡山市内の
障害者団体8団体のご協力をいただき調査を実施しました。調査概要は以下の通りです。
全回答者数：83名

）訳内（ 
1.性別：女性55名、男性28名 
2.年代：10代2名、20代4名、30代2名、40代10名、50代8名、60代24名、70代26名、80代7名
3.居住地：岡山市北区31名・中区25名・東区12名・南区7名、倉敷市3名、
　　　　　瀬戸内市・備前市それぞれ1名ずつ計2名、無回答3名 

【駅や交通機関】
・毎週バスに乗るのですが、弱視でバスの番号が見えなくて、通るバス 1台 1台にとまってもらって
　番号を聞いていましたが、今では運転手さんが私のことを覚えてくれて、バスの番号を放送して
　停まってくれるようになりました。（弱視 10 代女性）
・モノレールで駅を出るまで段差がないので移動しやすい。（精神障害 50 代女性）
・他の人がいたけど、降り終るまでまっていてくれた。急がしたりせずまっていてくれた事が
 嬉しかった。（下肢障害 40 代男性）
・沖縄イコール観光地と言う事で、色々な所にスロープ、多目的トイレが大きかったり広かったりと、
 きれいに設備されてきて助かります。（10 代下肢障害のお子さんの母親）

【飲食店】
・回転寿司等、車椅子用のテーブルが用意されていてうれしいです。
　（10 代下肢障害のお子さんの母親）
・行きつけのお店で、自分達を障害者ではなく、普通のお客として接してくれたこと。
　（弱視・上下肢障害 30 代男性）

【スーパーやコンビニエンスストア】
白杖をもって入店すると店員さんがぱっと出てきてなにかお手伝いしましょうかと聞いてくれる。
（全盲 50 代男性）

【全般】
場所問わず、子供を連れて行きやすくしてくれているのは、お母さん達にとっては、
とても助かりますし、その場所に行く事によって親子連れで楽しめたらすごくうれしいですね。
今後、そのような所がもっと増えるといいですね (^ ♬̂　（10 代発達障害のお子さんの母親）

【駅や交通機関】
・バスで空席に案内してくれる。駅では駅員さんが誘導してくれる。一般の人も
　声をかけてくれる。（全盲 60 代男性）
・バスの運転手さんが、バスカードの残金を言ってくれる。（弱視 70 代女性）

【飲食店】
マスクをかけたまま話す店員さんがほとんどなので「耳が聞こえません」と（身振りで）話したら、
気づいて筆談して下さる店員さんもいて良かったと思った。昔は聴覚障害者に対するコミュニケー
ションとか、あまり理解できない人もほとんどでしたが、今は時代が変わり伝達方法を考えて応じ
て下さる人も多くなったと思いました。（ろう 60代女性）

【スーパーやコンビニエンスストア】
・高い棚の上の物を取ってくれる。レジのカウンターの外に出てきて、買った物を
　渡してくれる。　（下肢障害 20代女性）
・写真の現像の時や FAX の仕方を何十分もかけて教えていただき、とてもありがた
　かったです。（精神障害 50代女性）
・行きつけのスーパーでは、私の事を耳の聞こえない人と知っているので、QRコードで支払いの時、
　「『ピッ』と鳴ったよOK♡　」と身振りで言ってくださるのが嬉しい。（ろう 40 代女性）
・「おつりは千円札だけにしましょうか？」と尋ねてくれた。
　5千円札が混じると間違えることがあるので、ほかの店ではこちらから要求しているが、
　応じてくれる店とくれない店がある。店員さんから言われたのでうれしかった。（全盲 60代女性）

【商店街】
洋服店で、車いすが入ることができる試着室が多くなった。（下肢障害 20代女性）

2013年から本格的に開始した良かったこと調査も8回目を迎えま した。

協力：一般財団法人日本児童教育振興財団



2021.3.25 4

インクル  第131号

新型コロナウイルス感染症による影響についてのインタビュー調査結果
（公財）交通エコロジー・モビリティ財団　竹
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島恵
けい こ

子

２
０
２
０
年
４
月
７
日
、
政
府
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
緊
急
事
態
宣

言
を
発
令
し
、
約
２
ヶ
月
間
外
出
自

粛
期
間
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
で
は
、
緊
急
事
態

宣
言
前（
２
０
２
０
年
４
月
７
日
以

前
）、
緊
急
事
態
宣
言
中（
４
月
７
日

～
５
月
25
日
）、
緊
急
事
態
宣
言
解
除

後（
５
月
25
日
以
降
現
在
）に
お
い
て
、

日
常
生
活
や
活
動
に
お
い
て
ど
の
よ

う
な
影
響
が
あ
っ
た
の
か
を
、
有
識

者
・
障
害
当
事
者
へ
伺
い
、
整
理
し

ま
し
た
。
調
査
は
、
２
０
２
０
年
８

月
～
10
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式（
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
）で
実
施
し
、
16
名
の
方
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
項
目

①
日
常
生
活
、
②
移
動
、
③
情
報

収
集
方
法
の
変
化
、
④
新
し
い
生
活

様
式
に
基
づ
い
た
接
遇
介
助
方
法
に

つ
い
て
等
お
伺
い
し
ま
し
た
が
、こ
こ

で
は
、
①
、
②
を
ご
報
告
し
ま
す
。

①
日
常
生
活
へ
の
影
響

職
場
・
学
校
、
買
い
物
、
通
院
、
会

合
、
娯
楽
等
の
場
面
毎
に
お
伺
い
し

た
と
こ
ろ
、
職
場
・
学
校
で
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
化
に
よ
り
在
宅
勤
務
等
が

可
能
と
な
り
、
時
間
を
有
効
活
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
通
信
環
境

や
情
報
保
障
な
ど
環
境
を
整
え
る
必

要
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
の
シ
ス
テ
ム
が
視
覚
障
害
者
は
使

い
づ
ら
い
と
い
っ
た
意
見
も
あ
げ
ら

れ
ま
し
た
。
特
別
支
援
学
校
が
休
校

と
な
っ
た
場
合
の
保
護
者
の
対
応
、

発
達
障
害
児
の
生
活
リ
ズ
ム
が
狂
っ

た
こ
と
で
の
パ
ニ
ッ
ク
な
ど
も
あ
げ

ら
れ
ま
し
た
。
買
い
物
で
は
ま
と
め

買
い
や
宅
配
注
文
が
増
え
、
買
い
物

回
数
が
減
っ
た
。
聴
覚
障
害
者
は
店

舗
の
レ
ジ
等
で
の
マ
ス
ク
着
用
や
ビ

ニ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
越
し
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
難
し
さ
、
視
覚
障
害

者
は
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
の
場
所
や
レ

ジ
の
並
び
方
が
わ
か
ら
な
い
と
い
っ

た
意
見
が
あ
げ
ら
れ
た
一
方
、
発
達

障
害
者
は
レ
ジ
の
立
ち
位
置
シ
ー
ル

で
並
び
や
す
く
な
っ
た
、
セ
ル
フ
レ

ジ
が
増
え
て
発
語
せ
ず
に
買
い
物
が

で
き
る
の
は
楽
と
い
う
意
見
も
あ
げ

ら
れ
ま
し
た
。
通
院
で
は
、
通
院
回
数

を
減
ら
す
た
め
処
方
量
を
増
や
し
た

り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
切
り
替
え

る
等
の
工
夫
を
進
め
る
反
面
、
通
院

介
助
を
断
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
聴
覚
障
害
者
に
と
っ

て
電
話
予
約
は
難
し
く
、
メ
ー
ル
等

の
予
約
方
法
も
検
討
し
て
ほ
し
い
と

い
う
意
見
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
会

合
で
は
、
対
面
方
式
や
講
演
会
等
は

ほ
ぼ
中
止
と
な
り
オ
ン
ラ
イ
ン
や
書

面
に
切
り
替
わ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化

で
以
前
よ
り
会
合
に
参
加
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し

た
が
、
通
信
環
境
や
情
報
保
障
な
ど

の
問
題
を
ク
リ
ア
に
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
の
意
見
も
あ
げ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
マ
ス
ク
着
用
、
距
離
を
取
る

と
発
言
者
が
わ
か
ら
な
い
た
め
、
挙

手
や
名
前
を
い
う
な
ど
の
ル
ー
ル
化

の
共
有
も
必
要
と
の
意
見
が
あ
げ
ら

れ
ま
し
た
。
娯
楽
で
は
、
人
と
直
接
会

え
な
い
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
一
方
、
健

康
の
た
め
に
散
歩
を
す
る
方
も
多
く
、

近
所
の
新
た
な
発
見
に
つ
な
が
る
楽

し
み
等
の
意
見
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

②
日
常
生
活
に
伴
う
移
動
に
つ
い
て

交
通
事
業
者
等
の
声
か
け
等
の

変
化
は
特
段
感
じ
な
い
が
、
以
前
よ

り
も
丁
寧
に
な
っ
た
と
い
う
意
見
も

あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。一
方
、一
般
の
方

に
対
し
て
は
、
サ
ポ
ー
ト
を
求
め
て

よ
い
の
か
躊
躇
す
る
声
や
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
で
の
同
乗
拒
否
や
譲
り
合
い
の

雰
囲
気
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
意
見

も
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

継
続
す
る
コ
ロ
ナ
禍
に
備
え
て

お
話
を
伺
う
中
で
感
じ
た
こ
と
は
、

新
し
い
生
活
様
式
を
は
じ
め
様
々
な

環
境
の
変
化
に
皆
さ
ん
が
柔
軟
に
対

応
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。
そ
う

は
い
っ
て
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
を

考
え
る
と
、
偏
り
の
な
い
発
言
機
会

を
設
け
る
こ
と
や
参
加
の
た
め
の
技

術
的
、
経
済
的
な
支
援
の
必
要
性
、

在
宅
時
間
が
長
く
な
る
こ
と
に
よ
る

当
事
者
だ
け
で
な
く
、
家
族
へ
の
支

援
の
必
要
性
等
課
題
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
調
査
結
果
が
、コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
新
し
い
生
活
様
式
に
対
応

し
て
い
く
た
め
の
一
助
と
な
れ
ば
幸

い
で
す
。

参
考
：
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
結
果
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report/data/2020_12_corona.pdf
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コロナ禍での困ったこと、工夫に関する調査　実施

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
伴
い
普
及
し
た
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
、
マ
ス
ク
の

着
用
、
手
指
消
毒
な
ど
の
感
染
拡
大

防
止
対
策
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

新
し
い
日
常
の
た
め
の
生
活
様
式
と

し
て
、
今
後
も
取
り
入
れ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

こ
の
状
況
を
把
握
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

杉
並
区
障
害
者
団
体
連
合
会
で

は
、
杉
並
区
保
健
福
祉
部
障
害
者
施

策
課
及
び
共
用
品
推
進
機
構
と
共

に
、
そ
う
い
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
感
じ
た
「
困
っ
た
こ
と
」、
コ
ロ
ナ

禍
な
ら
で
は
の
「
工
夫
」、
新
し
い
日

常
に
お
い
て
「
良
か
っ
た
こ
と
」、
さ

ら
に
は
「
望
む
こ
と
」
の
事
例
な
ど

皆
さ
ま
か
ら
お
聞
き
し
、
課
題
や
有

効
な
工
夫
な
ど
を
共
有
す
る
こ
と

で
、
少
し
で
も
不
便
さ
を
解
消
で
き

る
よ
う
、
解
決
策
を
多
方
面
か
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
、

杉
並
区
障
害
者
団
体
連
合
会
の
会
員

団
体
の
会
員
を
中
心
に
行
い
ま
し

た
。

調
査
結
果
　
概
要

調
査
回
答
者
は
、
杉
並
区
障
害
者

団
体
連
合
会
に
所
属
す
る
15
の
当

事
者
団
体
並
び
に
、
杉
並
区
障
害
者

会
館
の
利
用
者
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
参

加
者
等
、
合
計
２
０
４
名
、
期
間
は

令
和
２
年
８
月
か
ら
10
月
ま
で
の

３
か
月
間
で
行
い
ま
し
た
。
障
害
種

別
で
は
、
知
的
障
害
関
連
が
74
名
、

聴
覚
障
害
が
30
名
、
視
覚
障
害
が
29

名
、
肢
体
不
自
由
28
名
、
失
語
症
９

名
、
高
次
脳
機
能
障
害
７
名
、
難
病

４
名
、
精
神
障
害
３
名
、
そ
の
他
と

無
回
答
が
19
名
で
し
た
。
今
回
の
設

問
で
あ
る
「
困
っ
た
こ
と
」、「
工
夫

し
た
こ
と
」、「
良
か
っ
た
こ
と
」、「
望

む
こ
と
」
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
は
、

大
き
く
３
つ
の
項
目
に
分
類
で
き
ま

し
た
。

（
１
）
感
染
予
防
に
つ
い
て

多
く
の
人
が
、
マ
ス
ク
が
必
要
な

時
に
購
入
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
あ

げ
て
い
ま
す
。
マ
ス
ク
を
し
な
い
と

外
出
や
買
い
物
が
で
き
ず
ス
ト
レ
ス

を
た
め
た
人
も
多
く
い
ま
し
た
。
工

夫
と
し
て
は
、
マ
ス
ク
を
手
作
り
す

る
人
、
マ
ス
ク
を
す
る
の
を
嫌
が
る

子
ど
も
に
意
味
や
付
け
方
を
教
え
た

り
と
い
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
耳
の
不
自
由
な
人
た

ち
か
ら
は
、
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
人

の
話
は
、
口
の
形
が
見
え
な
い
の
で

話
し
て
い
る
内
容
が
分
か
ら
な
い
と

の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
課
題

を
解
決
で
き
る
透
明
な
マ
ス
ク
、
マ

ウ
ス
シ
ー
ル
ド
や
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル

ド
な
ど
は
、
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
使
わ

な
い
窓
口
も
あ
っ
た
と
の
報
告
も
あ

り
ま
し
た
。

（
２
）
家
の
外

多
く
の
人
が
外
出
を
控
え
た
と
答

え
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
食
料
な

ど
の
必
需
品
な
ど
で
買
い
物
に
行
か

な
く
て
は
い
け
な
い
時
に
は
、
マ
ス

ク
、
消
毒
は
も
ち
ろ
ん
、
現
金
に
触

ら
な
い
よ
う
に
カ
ー
ド
で
買
い
物
を

す
ま
せ
る
と
い
っ
た
工
夫
の
報
告
も

あ
り
ま
し
た
。

（
３
）
家
の
中

多
く
な
っ
た
家
の
中
で
の
時
間
を

も
て
余
す
人
も
多
く
、
運
動
不
足
か

ら
体
重
が
増
え
た
と
い
う
人
が
多
く

い
ま
し
た
。
一
方
、
感
染
予
防
に
注

意
を
払
い
な
が
ら
、
人
と
接
触
し
な

い
よ
う
に
近
所
を
散
歩
し
た
り
、
部

屋
の
中
で
で
き
る
体
操
を
始
め
た
り

と
い
っ
た
人
も
多
く
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

ま
と
め

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
が
っ
て
き
た
困
っ

た
こ
と
に
対
し
て
、
工
夫
し
て
解
決

で
き
る
こ
と
、
逆
に
個
人
の
工
夫
で

は
解
決
で
き
な
い
こ
と
を
、
明
ら
か

に
し
て
い
き
な
が
ら
、
多
く
の
人
が

共
有
で
き
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
発
展

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。現
在
、

今
回
の
調
査
結
果
を
イ
ラ
ス
ト
を
入

れ
な
が
ら
サ
マ
リ
ー
版
を
作
成
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

星ほ
し

川か
わ

安や
す

之ゆ
き

マスクで困ったことサマリー版
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	 特集　　　　　　　　
共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
講
座

障
害
の
有
無
、
年
齢
の
高
低
に
関

わ
り
な
く
共
に
使
え
る
製
品
・
サ
ー

ビ
ス（
共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
）

を
、
紹
介
す
る
機
会
が
増
え
て
い
ま

す
。
話
の
内
容
は
、（
１
）あ
る
人
並

び
に
高
齢
の
方
々
へ
の
日
常
生
活
に

お
け
る
不
便
さ
・
良
か
っ
た
こ
と
調

査
、（
２
）
抽
出
さ
れ
た
課
題
の
解

決
に
向
け
た
検
討
、（
３
）使
う
側
・

作
る
側
・
中
立
者
が
合
意
し
た
解
決

策
に
関
す
る
標
準
化
、（
４
）展
示
会
・

講
座
・
機
関
誌
等
で
の
普
及
、（
５
）

そ
の
他
関
係
事
項
で
す
。

講
座
を
聞
い
て
下
さ
る
方
々

講
座
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
共
用

品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
始
め

た
の
は
、
共
用
品
推
進
機
構
の
前
身

で
あ
る
市
民
団
体
Ｅ
＆
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
発
足
し
て
す
ぐ
な
の
で
、
か

れ
こ
れ
30
年
ほ
ど
が
経
過
し
て
い
ま

す
。
企
業
、
大
学
、
行
政
、
障
害
当
事

者
団
体
、
市
民
団
体
、
業
界
団
体
な

ど
、
国
内
だ
け
で
は
な
く
海
外
か
ら

も
依
頼
が
、
今
で
も
あ
り
ま
す
。

講
座
で
紹
介
す
る
事
例

共
用
品
の
こ
と
を
話
し
始
め
た
30

年
ほ
ど
前
は
、
骨
組
み
だ
け
を
懸
命

に
話
す
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で
、
聞
い

て
下
さ
っ
た
方
に
「
一
生
懸
命
さ
」

は
伝
わ
っ
て
も
、「
こ
れ
は
、
面
白
そ

う
！ 

す
ぐ
に
自
分
で
も
取
り
組
ん

で
み
よ
う
！
」
に
は
、
結
び
つ
か
な

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
年
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ

ろ
で
共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
活
動
が
広
ま
っ
て
い
く
と
、「
な

る
ほ
ど
！
」
と
い
う
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
が
生
ま
れ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

講
座
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
そ

の
後
、
骨
組
み
に
加
え
て
「
な
る
ほ

ど
！
」
の
事
例
を
紹
介
し
始
め
る

と
、「
自
分
の
所
属
し
て
い
る
機
関

で
も
で
き
る
！
」
と
思
っ
て
下
さ
る

方
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

事
例
は
、
新
た
に
作
ら
れ
た
モ
ノ

だ
け
で
は
な
く
、
共
用
品
の
言
葉
が

誕
生
す
る
以
前
の
も
の
も
、
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
中
か
ら

い
く
つ
か
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思

い
特
集
を
組
み
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
風
俗
研
究
家
で
あ
っ

た
喜き
た
が
わ
も
り
さ
だ

田
川
守
貞
氏（
１
８
１
０
～
？
）

が
書
い
た
「
守
貞
謾
稿
」
の
中
に
、

か
し
わ
餅
に
関
し
て
、「
江
戸
に
は

味
噌
餡（
砂
糖
入
味
噌
）も
あ
り
、
小

豆
餡
は
葉
の
表
、
味
噌
餡
は
葉
の
裏

を
出
し
た
由
。」
と
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
味
噌
餡
と
小
豆
餡
の
か

し
わ
餅
を
見
て
区
別
す
る
こ
と
が
で

き
る
だ
け
で
な
く
、
目
の
不
自
由
な

人
が
触
っ
て
区
別
が
で
き
る
の
で

す
。
つ
ま
り
、
日
本
に
は
江
戸
時
代

か
ら
共
用
品
が
あ
っ
た
の
で
す
！

共
用
品
推
進
機
構
で
は
表
紙
に
味

噌
餡
と
こ
し
餡
を
載
せ
た
共
用
品
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
っ
て
い
ま
す
。

ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
。
フ
ラ
ン
ス
語
で

「
三
日
月
」
を
意
味
し
て
い
る
パ
ン

で
す
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
２
つ
の
油

脂
、
バ
タ
ー
と
マ
ー
ガ
リ
ン
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
両
端
が
ま
っ
す
ぐ
な

も
の
は
「
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
・
オ
・
ブ
ー

ル
」。
ブ
ー
ル
は
バ
タ
ー
を
意
味
し

て
い
ま
す
。
一
方
、
両
端
が
曲
が
っ

て
い
る
三
日
月
形
は
「
ク
ロ
ワ
ッ

サ
ン
・
オ
ル
デ
ィ
ネ
ー
ル
」。
オ
ル

デ
ィ
ネ
ー
ル
は
、
日
常
の
意
味
が
あ

り
、
マ
ー
ガ
リ
ン
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
形
の
違
い
は
触
っ
て
も
区

別
で
き
る
た
め
、
目
の
不
自
由
な
人

に
と
っ
て
も
貴
重
な
情
報
で
す
。
曲

が
っ
て
い
る
方
が
マ
ー
ガ
リ
ン
と
覚

え
て
お
く
と
忘
れ
ま
せ
ん
。

か
し
わ
餅
、
種
類
の
識
別

２
種
類
の
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン

教養としての共用品
ご存知ですか？
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パッケージ
六
角
は
、コ
ア
ラ
の
マ
ー
チ
！

岡
山
県
主
催
で
共
用
品
の
展
示
を

行
っ
た
時
、
全
盲
の
方
が
「
コ
ア
ラ

の
マ
ー
チ
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
六
角
形

な
の
で
、
す
ぐ
わ
か
る
ん
で
す
！
」、

さ
ら
に
、「
上
部
の
開
け
口
は
２
カ

所
あ
っ
て
、
左
利
き
の
私
も
、
開
け

や
す
い
ん
で
す
！
」
と
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。

コ
ア
ラ
が
行
進
し
て
く
る
マ
ー
チ

ン
グ
・
バ
ン
ド
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら

名
付
け
ら
れ
た
お
菓
子
「
コ
ア
ラ
の

マ
ー
チ
」
は
、
84
年
に
ロ
ッ
テ（
株
）

か
ら
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
六
角
形
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
す
が
、
試
験
シ
ー
ズ

ン
限
定
で
、
合
格
の
語
呂
合
わ
せ
で

五
角
形
の
も
の
も
販
売
さ
れ
ま
し

た
。

牛
乳
パ
ッ
ク
の
切
り
欠
き

１
０
０
％
生
乳
の
牛
乳
紙
パ
ッ
ク

上
部
に
、
他
の
紙
パ
ッ
ク
飲
料
と
触

覚
で
識
別
す
る
た
め
の
半
円
の
切
り

欠
き
が
付
き
始
め
た
の
は
、
01
年
12

月
。
き
っ
か
け
は
、
92
年
に
行
っ
た

「
不
便
さ
調
査
」
に
寄
せ
ら
れ
た
多

く
の
目
の
不
自
由
な
人
た
ち
の
声
で

し
た
。
市
民
団
体
で
検
討
し
た
結
果

は
、
農
林
水
産
省
等
の
関
係
機
関
に

バ
ト
ン
が
渡
り
、
実
現
に
至
り
ま
し

た
。
包
装
・
容
器
の
日
本
産
業
規
格

（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
Ｊ
Ｉ
Ｓ
は
強
制
的
な
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
キ
ャ
ッ
プ
付
き
の

も
の
に
も
、
し
っ
か
り
半
円
の
切
り

欠
き
が
付
い
て
い
ま
す
。

ゆ
か
り
の
点
字
、２
カ
所
の
訳

70
年
に
三
島
食
品（
株
）
か
ら
発

売
さ
れ
た
ふ
り
か
け
「
ゆ
か
り
®

」

は
、
01
年
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
上
部
に
点

字
で
「
ゆ
か
り
」
と
表
示
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
切
り
取
っ
て
し
ま
う

と
わ
か
ら
な
く
な
る
と
の
声
か
ら
、

04
年
に
右
側
部
分
に
も
点
字
で
「
ゆ

か
り
」
と
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
ゆ
か
り
の
商
品
に

だ
け
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

他
の
商
品
へ
も
順
次
検
討
を
進
め
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
16
年
以
降
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
角
は
丸
み
が
付
き
、
角
に
あ
た
っ

て
も
痛
く
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

ワ
イ
ン
の
点
字
、発
案
者
は
？

日
本
リ
カ
ー（
株
）
か
ら
販
売
さ

れ
て
い
る
シ
ャ
プ
テ
ィ
エ
の
ワ
イ
ン

の
ラ
ベ
ル
に
は
、
点
字
で
商
品
名

と
生
産
者
名
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

Ｍ
．シ
ャ
プ
テ
ィ
エ
社
は
フ
ラ
ン
ス

の
ロ
ー
ヌ
地
方
に
あ
る
エ
ル
ミ
タ
ー

ジ
ュ
と
い
う
地
区
に
あ
る
ワ
イ
ナ

リ
ー
で
、
同
じ
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
に
畑

を
所
有
し
て
い
た
モ
ー
リ
ス
・
モ
ニ

エ
・
ド
・
ラ
・
シ
ズ
ラ
ン
ヌ
氏
は
、
点

字
の
短
縮
版
を
発
明
し
た
人
物
で
も

あ
り
ま
し
た
。
彼
に
敬
意
を
表
す
と

と
も
に
、
障
害
を
持
つ
方
々
す
べ
て

の
ワ
イ
ン
愛
好
家
に
ワ
イ
ン
を
届
け

た
い
と
い
う
思
い
で
点
字
表
示
が
さ

れ
て
い
ま
す
。

©LOTTE



2021.3.25 8

インクル  第131号

触ってわかる
電
話
の
数
字
の
位
置

電
話
は
１
９
２
６
年
、
番
号
を
入

力
す
る
だ
け
で
相
手
に
か
か
る
自
動

交
換
方
式
が
始
ま
り
ま
し
た
。
最
初

の
番
号
入
力
は
ダ
イ
ヤ
ル
方
式
、
目

の
不
自
由
な
人
に
は
、
数
字
を
探
す

の
に
時
間
が
か
か
る
不
便
さ
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
ダ
イ
ヤ
ル
中
央

に
３
、６
、９
を
凸
線
で
示
す
盤
の
取

り
付
け
が
70
年
に
開
始
さ
れ
、
目
の

不
自
由
な
人
の
不
便
さ
が
緩
和
さ
れ

ま
し
た
。
一
方
、
時
代
は
技
術
の
進

歩
に
よ
り
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル

へ
。
69
年
に
ダ
イ
ヤ
ル
式
か
ら
プ
ッ

シ
ュ
ホ
ン
へ
と
移
行
が
始
ま
り
、
82

年
、
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
の
５
番
ボ
タ
ン

の
上
に
凸
点
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
の
録
音
時
間

91
年
、
共
用
品
推
進
機
構
の
前
身

の
市
民
団
体
Ｅ
＆
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
目
の
不
自
由
な
人
の
家
庭
を
二

人
一
組
で
訪
問
、
日
常
生
活
で
の
不

便
さ
や
工
夫
を
聞
き
、
定
量
調
査
に

つ
な
げ
ま
し
た
。
訪
問
調
査
が
き
っ

か
け
で
生
ま
れ
た
の
が
、
ソ
ニ
ー
の

触
っ
て
録
音
可
能
時
間
が
分
か
る

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ（
Ｈ
Ｆ
‐
Ｂ
Ｔ
シ

リ
ー
ズ
）で
す
。
Ａ
面
に
凸
点
を
付

け
、
右
下
に
60
分
は
▼
、
１
２
０
分

は
▲
と
い
う
よ
う
に
、
時
計
の
文
字

盤
に
対
応
し
た
数
字
の
位
置
を
、
凹

の
二
等
辺
三
角
形
で
示
し
て
い
ま

す
。
当
時
、
こ
の
工
夫
を
追
従
す
る

他
社
も
現
れ
ま
し
た
。

カ
バ
ー
の
な
い
秤

東
京
高
田
馬
場
に
あ
る
日
本
点

字
図
書
館
に
は
、
用
具
事
業
課
が
あ

り
、
数
多
く
の
盲
人
用
具
を
販
売
し

て
い
ま
す
。
目
の
不
自
由
な
人
た
ち

の
不
便
さ
の
一
つ
が
、
凹
凸
の
無
い

文
字
や
図
を
読
む
こ
と
で
す
。
文
字

は
、
点
字
や
音
声
の
本
に
な
り
同
館

か
ら
貸
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

用
具
の
中
で
は
、
各
種
秤
の
目
盛

り
の
部
分
に
工
夫
が
必
要
で
す
。
目

盛
り
と
針
を
触
る
た
め
に
、
ま
ず
は

カ
バ
ー
を
と
り
、
目
盛
り
の
部
分
に

凸
点
を
付
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
測
定

し
た
時
の
針
の
位
置
を
止
め
て
お
く

工
夫
も
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
工
夫
は
、

体
重
計
に
も
応
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
転
車
の
鍵

自
転
車
の
鍵
は
、
錠
前
に
さ
し
て

開
け
る
タ
イ
プ
が
主
流
で
、
問
題
は

鍵
を
失
く
し
た
時
で
す
。
自
転
車
屋

に
相
談
す
る
と
、
鍵
な
し
の
錠
前
を

勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
２
列
×
５
段
の

凸
状
の
ボ
タ
ン
が
数
字
の
表
示
と
共

に
付
い
て
い
ま
す
。
４
桁
の
暗
唱
番

号
が
付
与
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
数
字

の
ボ
タ
ン
を
押
し
て
凹
ま
せ
る
と
、

鍵
が
開
く
仕
組
み
で
す
。
元
の
状
態

に
戻
す
時
は
、
ボ
タ
ン
が
飛
び
出
た

裏
側
に
指
を
入
れ
、
裏
側
か
ら
押
し

ま
す
。

購
入
か
ら
、
既
に
６
年
た
ち
ま
す

が
、
紛
失
の
苦
い
思
い
か
ら
は
、
解

放
さ
れ
て
い
ま
す
。
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日　用　品

こ
の
「
楕
円
傘
」
と
出
会
っ
た
の

は
20
年
前
、
イ
タ
リ
ア
の
ミ
ラ
ノ

の
、
盲
人
協
会
の
盲
人
用
具
店
で
し

た
。
開
い
て
み
る
と
大
き
な
傘
の
さ

ら
に
１
・
５
倍
、
し
か
も
楕
円
。
驚

く
私
に
店
員
さ
ん
が
「
盲
導
犬
ユ
ー

ザ
ー
が
傘
を
さ
す
時
、
真
ん
中
で
さ

す
と
両
方
と
も
片
方
ず
つ
濡
れ
て
し

ま
う
た
め
こ
の
傘
を
開
発
し
た
」
と

説
明
し
て
く
れ
、
す
ぐ
さ
ま
購
入
。

同
行
し
て
く
れ
た
ミ
ラ
ノ
の
日
本
貿

易
振
興
機
構
の
職
員
も
「
海
外
か
ら

の
要
人
を
エ
ス
コ
ー
ト
す
る
時
に
便

利
！
」
と
購
入
、
盲
導
犬
ユ
ー
ザ
ー

用
に
開
発
さ
れ
た
楕
円
傘
は
、
国
際

交
流
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

１
９
６
０
年
、
台
湾
の
大
同
股
份

有
限
公
司
で
生
ま
れ
た
炊
飯
器
。
発

売
当
時
か
ら
嫁
入
り
道
具
と
し
て

定
番
中
の
定
番
で
、
60
年
間
で
約

１
６
０
０
万
台
以
上
が
出
荷
さ
れ
、

台
湾
の
家
庭
や
、
海
外
に
留
学
、
赴

任
し
て
い
る
家
庭
で
毎
日
「
さ
ま
ざ

ま
な
仕
事
」
を
し
て
い
ま
す
。

今
風
に
言
え
ば
「
多
機
能
型
料
理

調
理
器
」、
お
饅
頭
や
小
籠
包
を
蒸

し
た
り
ふ
か
し
た
り
、
ゆ
で
卵
、
煮

物
な
ど
も
で
き
ま
す
。
し
か
も
、
正

面
や
や
下
に
あ
る
ボ
タ
ン
を
指
一
本

で
下
げ
れ
ば
ス
イ
ッ
チ
が
入
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
仕
事
を
こ
な
し
て
く
れ
ま

す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
初
期
、
マ
ス
ク
不
足

が
深
刻
化
し
ま
し
た
。
以
前
マ
ス
ク

と
い
え
ば
何
度
も
洗
っ
て
使
え
る

布
製
で
し
た
。
学
校
が
休
校
と
な

る
中
で
、
家
で
の
時
間
を
利
用
し
、

５
０
０
枚
も
の
布
マ
ス
ク
を
手
作
り

し
、
高
齢
者
施
設
に
寄
付
し
た
小
学

生
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
聴
覚
障
害
の
友

人
が
通
常
の
マ
ス
ク
で
は
口
の
形
が

分
か
ら
ず
会
話
が
困
難
と
知
り
、
口

の
部
分
を
透
明
シ
ー
ト
に
し
た
マ
ス

ク
を
女
子
大
生
が
作
っ
た
そ
う
で

す
。
緊
急
事
態
の
中
で
も
、
貴
重
な

工
夫
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

種
類
も
結
び
方
も
多
様
な
ネ
ク
タ

イ
で
す
が
、
片
手
が
不
自
由
だ
と
、

選
択
の
幅
が
狭
ま
る
の
で
は
？
と
疑

問
が
浮
か
び
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
、
数

軒
の
百
貨
店
を
訪
問
し
ま
し
た
。

一
軒
目
に
は
「
片
手
で
装
着
で
き

る
ネ
ク
タ
イ
コ
ー
ナ
ー
」
が
あ
り
約

20
本
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
次
の
店

で
は
、
種
類
は
多
い
も
の
の
片
手
の

コ
ー
ナ
ー
は
な
く
、
店
員
さ
ん
に
尋

ね
る
と
「
こ
こ
に
並
ん
で
い
る
ど
の

ネ
ク
タ
イ
も
片
手
で
装
着
で
き
る

仕
様
に
改
良
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
の
答
え
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
ネ

ク
タ
イ
も
、
多
様
な
人
の
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
し
た
。

楕
円
傘
の
背
景

炊
飯
器
、
指
一
つ
で
60
年

マ
ス
ク
で
の
工
夫
い
ろ
い
ろ

片
手
で
ネ
ク
タ
イ
の
選
択
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玩　　　具

メ
ロ
デ
ィ
ボ
ー
ル

１
９
８
０
年
９
月
ト
ミ
ー
工
業（
現

タ
カ
ラ
ト
ミ
ー
）に
、
障
害
の
あ
る
子

ど
も
の
玩
具
の
研
究
・
開
発
を
行
う

部
署
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
発
足
初

年
度
は
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
接

し
た
結
果
、
誰
も
が
遊
べ
る
万
能
な

お
も
ち
ゃ
を
開
発
す
る
の
は
至
難
の

業
と
頭
を
抱
え
ま
し
た
。
二
年
目
か

ら
は
目
の
不
自
由
な
子
ど
も
に
対
象

を
絞
り
、
公
的
な
機
関
か
ら
紹
介
さ

れ
た
20
軒
の
お
宅
を
訪
問
し
ま
し
た
。

20
軒
と
も
「
し
ば
ら
く
音
が
鳴
っ
て

い
る
ボ
ー
ル
」
を
希
望
。
30
秒
鳴
る
Ｉ

Ｃ
チ
ッ
プ
「
勝
利
の
唄
」
を
入
れ
た
タ

オ
ル
地
の
ボ
ー
ル
は
、
２
年
間
で
約

３
０
０
０
人
の
手
に
渡
り
ま
し
た
。

バ
ッ
ク
ギ
ャ
モ
ン

メ
ロ
デ
ィ
ボ
ー
ル
を
企
画
し
た

ト
ミ
ー
工
業
の
メ
ン
バ
ー
は
、
家
庭

訪
問
を
繰
り
返
す
う
ち
、
目
の
不
自

由
な
大
人
の
人
か
ら
「
自
分
た
ち
は

ウ
ィ
ン
ド
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
を
す
る

こ
と
が
困
難
な
の
で
、
自
宅
で
楽
し

め
る
ゲ
ー
ム
が
も
っ
と
あ
っ
た
ら
と

の
希
望
を
聞
き
ま
し
た
。
将
棋
、
囲

碁
、
ト
ラ
ン
プ
は
、
既
に
盲
人
用
が

あ
る
た
め
、
西
洋
双
六
で
あ
る
バ
ッ

ク
ギ
ャ
モ
ン
が
や
っ
て
み
た
い
！
の

声
か
ら
、
相
手
と
自
分
の
駒
を
八
角

と
丸
に
し
、
触
っ
て
分
か
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。マ
ス
目
に
は
棒
を
立
て
、

触
っ
て
も
駒
が
隣
の
マ
ス
目
に
行
か

な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

点
字
付
き
ウ
ノ
と
ト
レ
イ

点
字
付
き
の
ト
ラ
ン
プ
は
、
日
本

点
字
図
書
館
の
創
始
者
で
あ
る
本
間

一
夫
さ
ん
が
、
市
販
の
ト
ラ
ン
プ
に

一
枚
一
枚
点
字
を
う
ち
、
販
売
し
て

い
た
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

他
の
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
に
も
点
字

を
付
け
れ
ば
、
目
の
不
自
由
な
人
も

一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ト

ミ
ー
工
業
で
は
、
人
気
の
カ
ー
ド

ゲ
ー
ム
「
Ｕ
Ｎ
Ｏ
」
に
点
字
を
付
け

る
と
共
に
、
複
数
の
カ
ー
ド
を
重
ね

て
お
く
た
め
の
ト
レ
イ
を
木
で
作
成

し
ま
し
た
。
バ
ッ
ク
ギ
ャ
モ
ン
と
ト

レ
イ
を
木
で
生
産
し
て
く
れ
た
の

は
、
東
京
練
馬
区
に
あ
る
旭
出
生
産

福
祉
園
で
す
。

盤
ゲ
ー
ム
版　

テ
ト
リ
ス

日
本
玩
具
協
会
で
は
、
90
年
か
ら

障
害
の
有
無
、
年
齢
の
高
低
に
関
わ

り
な
く
共
に
遊
べ
る
玩
具
を
、
共
遊

玩
具
と
称
し
、
そ
の
普
及
に
努
め
て

い
ま
す
。
目
の
不
自
由
な
子
ど
も
た

ち
が
共
に
遊
べ
る
玩
具
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
に
は
、
盲
導
犬
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
た
第
一
号
が

こ
の
テ
ト
リ
ス
で
す
。
テ
レ
ビ
ゲ
ー

ム
の
テ
ト
リ
ス
を
対
戦
型
の
盤
ゲ
ー

ム
に
し
た
も
の
で
、
目
の
不
自
由
な

人
に
モ
ニ
タ
ー
を
し
て
も
ら
い
な
が

ら
、
中
央
が
分
か
る
よ
う
に
凸
点
を

付
け
る
、
表
示
を
平
面
か
ら
凹
み
に

す
る
な
ど
の
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
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ご存知ですか？　カード編

ご
不
在
連
絡
票

視
覚
障
害
者
へ
の
調
査
で
、
自
宅

ポ
ス
ト
に
入
っ
て
く
る
紙
が
急
を
要

す
る
お
知
ら
せ
か
、
広
告
か
の
区
別

が
つ
き
に
く
い
と
い
う
声
が
多
く
あ

が
り
ま
し
た
。

３
月
11
日
現
在
、
東
京
で
は
緊
急

事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
て
お
り
、
宅

配
の
需
要
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

黒
猫
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
知
ら
れ

る
ヤ
マ
ト
運
輸
は
荷
物
の
届
け
先
が

留
守
の
際
、
ポ
ス
ト
に
入
れ
る
不
在

連
絡
票
に
は
、
97
年
８
月
以
来
、
両

側
面
に
そ
れ
ぞ
れ
▲
の
刻
み
が
二
つ

ず
つ
あ
り
ま
す
。
横
か
ら
触
る
と
猫

の
耳
と
分
か
り
、
目
の
不
自
由
な
人

た
ち
に
も
、
貴
重
な
情
報
を
伝
え
て

い
ま
す
。

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

市
民
団
体
Ｅ
＆
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
発
足
し
た
91
年
頃
は
、
公
衆
電
話
、

電
車
の
切
符
等
に
利
用
す
る
プ
リ
ペ

イ
ド
カ
ー
ド
が
全
盛
期
を
迎
え
つ
つ

あ
る
時
期
で
し
た
。
各
カ
ー
ド
は
表

裏
、
挿
入
方
向
が
決
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
ら
を
示
す
矢
印
は
印
刷
さ

れ
て
い
る
た
め
、
視
覚
障
害
者
に
は

識
別
で
き
ず
、
改
札
口
に
テ
レ
ホ
ン

カ
ー
ド
を
差
し
込
む
な
ど
の
不
便
さ

が
あ
り
ま
し
た
。
Ｅ
＆
Ｃ
で
は
カ
ー

ド
班
を
発
足
、
電
話
は
半
円
、
交
通

系
は
三
角
、
買
い
物
系
は
四
角
の
切

り
欠
き
を
提
案
、
そ
の
後
、
共
用
品

分
野
の
日
本
産
業
規
格（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）第

一
号
と
な
り
ま
し
た
。

会
議
用
レ
ッ
ド
カ
ー
ド

サ
ッ
カ
ー
で
は
、選
手
が
ル
ー
ル
に

著
し
く
反
し
て
い
る
と
審
判
は
、
警

告
の
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
か
、退
場
を
意

味
す
る
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
を
示
し
、一
時

試
合
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

10
年
ほ
ど
前
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に

あ
る
知
的
障
害
関
連
の
機
関
を
訪

問
し
た
際
、
赤
と
黄
に
緑
を
加
え
た

３
種
類
の
カ
ー
ド
を
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
サ
ッ
カ
ー
で
は
な
く
、
各
種
会
議

で
使
用
し
ま
す
。
発
言
者
の
言
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
ら
な
い
時
に
は
赤
、

ゆ
っ
く
り
話
し
て
も
ら
い
た
い
時
に

は
黄
色
の
カ
ー
ド
で
示
し
ま
す
。サ
ッ

カ
ー
と
異
な
る
の
は
、
分
か
り
や
す

い
話
に
示
す
「
緑
」
が
あ
る
こ
と
で

す
。

熱
い
！
を
伝
え
る

30
年
前
当
時
、
筑
波
技
術
短
期
大

学
で
、
聴
覚
に
障
害
あ
る
学
生
に
デ

ザ
イ
ン
を
教
え
て
い
た
松ま
つ

井い

智
さ
と
し
助
教

授
は
、
誰
も
が
認
め
る
ア
イ
デ
ィ
ア

マ
ン
で
し
た
。
聴
覚
障
害
の
不
便
さ

を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
マ
ン
ガ

の
吹
き
出
し
部
分
の
文
字
を
赤
色
で

印
刷
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
赤
の
透
明

シ
ー
ト
を
か
ざ
す
と
文
字
が
消
え
、

音
が
な
い
状
態
を
想
像
で
き
ま
す
。

そ
ん
な
松
井
さ
ん
が
、
レ
ス
ト
ラ

ン
で
見
つ
け
た
の
が
、
熱
い
鍋
の
柄
に

付
い
て
き
た
こ
の
カ
ー
ド
。「
熱
い
の

で
注
意
」
が
イ
ラ
ス
ト
で
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
な
ら
、
聞
こ
え
な
い
人
に

も
分
か
る
！
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
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２
セ
ン
チ
の
段
差

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
法
律
が
整
備
さ

れ
、
多
く
の
場
所
で
、
段
差
が
な
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
段
差
を
国
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
定
め
て
い
る
場
所
が
あ
り

ま
す
。そ
れ
は
、横
断
歩
道
手
前
の
歩

道
と
横
断
歩
道
と
の
段
差
で
す
。そ
の

段
差
は
２
セ
ン
チ
と
決
ま
っ
て
い
ま
す

が
、国
が
勝
手
に
決
め
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
車
椅
子
使
用
者
に
と
っ
て

は
、
段
差
は
な
い
方
が
良
い
、け
れ
ど

も
白
杖
を
使
用
す
る
視
覚
障
害
者
に

と
っ
て
は
、段
差
が
な
い
と
歩
道
と
車

道
の
区
別
が
つ
か
な
い
。
お
互
い
の
安

全
を
守
る
た
め
に
検
討
を
重
ね
た
結

果
が
、車
椅
子
で
乗
降
で
き
、白
杖
で

識
別
で
き
る
２
セ
ン
チ
な
の
で
す
。

左
右
兼
用
の
ト
ラ
ン
プ

複
数
の
ト
ラ
ン
プ
カ
ー
ド
を
右
利

き
の
人
が
、
左
手
で
扇
形
に
広
げ
る

と
数
字
と
ス
ー
ト（
♠
♥
♣
♦
）
は

見
え
ま
す
。
し
か
し
左
利
き
の
人
が

右
手
で
扇
形
に
広
げ
る
と
、
数
字
と

ス
ー
ト
は
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
数
字
と
ス
ー
ト
が
カ
ー
ド
の

左
上
と
右
下
の
２
カ
所
し
か
印
刷

さ
れ
て
い
な
い
た
め
で
す
。
左
利
き

用
に
右
上
、
左
下
に
だ
け
印
刷
す
る

と
、
右
利
き
の
人
に
は
使
い
づ
ら
い

も
の
に
な
り
ま
す
。
両
者
使
い
や
す

く
す
る
た
め
に
は
、
カ
ー
ド
の
四
隅

に
数
字
と
ス
ー
ト
を
印
刷
す
る
こ
と

で
す
が
、
一
度
決
ま
っ
た
こ
と
を
修

正
す
る
の
は
、
大
仕
事
と
な
り
ま
す
。

喋
る
「
塩
・
胡
椒
入
れ
」

各
地
の
各
種
公
園
、
ス
タ
ジ
ア
ム

な
ど
で
週
末
行
わ
れ
て
い
る
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

が
ブ
ー
ス
を
出
し
、
自
分
で
は
使
わ

な
か
っ
た
モ
ノ
、
使
っ
た
け
れ
ど
使

わ
な
く
な
っ
た
モ
ノ
、
中
古
、
新
品

な
ど
を
安
価
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

一
般
製
品
を
共
用
品
化
す
る
ヒ
ン

ト
に
な
る
モ
ノ
に
、
そ
こ
で
出
会
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
共
用
品
推
進

機
構
の
共
用
品
展
示
室
で
人
気
の

「
食
卓
用
の
塩
と
胡
椒
入
れ
」
も
、
フ

リ
マ
で
探
し
て
き
た
も
の
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
を
持
ち
上
げ
る
と
ス
イ
ッ
チ

が
入
る
仕
組
み
で「
私
は
お
塩
」、「
私

は
胡
椒
」
と
喋
っ
て
く
れ
ま
す
。

家
電
製
品
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
に
配
慮

さ
れ
た
家
電
製
品
は
、（
一
財
）家
電

製
品
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ａ
Ｖ
・
情

報
家
電（
映
像
・
音
響
・
通
信
）、
キ
ッ

チ
ン
家
電（
調
理
・
洗
浄
）、
家
事
家

電（
洗
濯
・
掃
除
）、
空
調
・
季
節
家

電
、
美
容
・
健
康
家
電
、
照
明
・
住

宅
設
備
・
そ
の
他
の
６
分
野
に
分
か

れ
、
同
協
会
が
作
成
し
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
６
つ
の
配
慮
項
目
の
ど
こ
に

当
て
は
ま
っ
て
い
る
か
が
分
か
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
定
期
的
に

各
社
担
当
者
が
リ
ニ
ュ
ア
ル
し
て
い

る
の
で
、
常
に
最
新
の
機
種
と
そ
の

配
慮
点
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

家電製品協会
http://www.aeha.or.jp/ud/
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Ｅ
＆
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

91
年
４
月
、
日
本
点
字
図
書
館
３

階
の
集
会
室
に
、
年
代
、
業
界
、
職
種

も
異
な
る
20
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
定
期
的
に
会
合
を
重
ね
、
障

害
の
有
無
、
年
齢
の
高
低
に
関
わ
ら

ず
共
に
使
え
る
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を

「
共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
」
と
名
付

け
、そ
の
普
及
に
尽
力
し
ま
し
た
。

障
害
者
・
高
齢
者
の
日
常
生
活
で

の
不
便
さ
を
調
査
し
、
課
題
を
検
討
、

合
意
し
た
解
決
案
を
規
格
化
し
ま
し

た
。
そ
れ
ら
の
結
果
と
過
程
を
、
展

示
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
通
じ
て

社
会
に
伝
え
、
99
年
発
展
的
に
解
散
、

財
団
法
人
共
用
品
推
進
機
構
と
し

て
、
再
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
銀
座
か
ら

Ｅ
＆
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
共
用
品

推
進
機
構
は
、
93
年
、
95
年
、
97
年
、

00
年
の
計
４
回
、
東
京
銀
座
の
ソ

ニ
ー
ビ
ル
で
活
動
報
告
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
う
ち
97
年
に
行
っ
た
の
が
、

銀
座
界
隈
14
カ
所
の
企
業
等
と
連
携

し
た
「
バ
リ
ア
フ
ー
は
銀
座
か
ら
」

で
す
。
共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
調
査
や
規
格
を
紹
介
し
、
展

示
。
さ
ら
に
コ
ン
サ
ー
ト
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
各
種
体
験
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
も
開
催
し
、
規
模
の
大
き
い
報
告

会
と
な
り
ま
し
た
。
２
週
間
の
会
期

中
、
約
20
万
人
が
訪
れ
、
多
く
の
マ

ス
コ
ミ
に
も
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

共
用
品
と
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン

共
用
品
と
い
う
言
葉
は
、
Ｅ
＆
Ｃ

発
足
当
初
、
共
用
デ
ザ
イ
ン
、
共
用

製
品
な
ど
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、

会
合
が
進
む
う
ち
に
「
共
用
品
」
に

定
着
し
、
よ
り
多
く
の
人
が
共
に
利

用
し
や
す
い
製
品
・
施
設
・
サ
ー
ビ

ス
と
定
義
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
共

用
品
関
連
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
を
国
際
規
格
に

す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
国
際
標
準

化
機
構（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）か
ら
発
行
さ
れ
た

ガ
イ
ド
で
、
共
用
品
は
ア
ク
セ
シ
ブ

ル
デ
ザ
イ
ン
と
訳
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
18
年
発
行
の
広
辞
苑
に
、

「
障
害
の
有
無
や
身
体
特
性
に
関
わ

り
な
く
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
物

品
」
の
語
釈
で
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

【
参
考
文
献
】

29
の
「
共
用
品
の
教
養
」
ご
存
知

で
す
か
？
を
、
お
読
み
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も

毎
号
、
い
く
つ
か
紹
介
し
て
い
く
予

定
で
す
。
皆
さ
ま
か
ら
の
情
報
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

今
回
紹
介
す
る
に
あ
た
り
、
左
記

の
文
献
を
参
考
に
し
ま
し
た
。

・（
株
）
ロ
ッ
テ
Ｈ
Ｐ

・（
一
社
）
Ｊ
ミ
ル
ク
Ｈ
Ｐ

・
三
島
食
品
（
株
）
Ｈ
Ｐ

・『
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
商
品
開
発
』

・『
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
広
告
』

・『
共
用
品
白
書
』

・（
一
財
）
家
電
製
品
協
会
Ｈ
Ｐ

・（
株
）
タ
カ
ラ
ト
ミ
ー
Ｈ
Ｐ

・
日
本
経
済
新
聞

・『
ゲ
ー
ム
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』

・
広
辞
苑
（
第
七
版
）

・
高
齢
者
住
宅
新
聞

・
シ
ル
バ
ー
産
業
新
聞

・
日
本
点
字
図
書
館
Ｈ
Ｐ

・
共
用
品
推
進
機
構
Ｈ
Ｐ

・
福
祉
介
護
テ
ク
ノ
プ
ラ
ス
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キーワードで考える共用品講座第１２１講
「共用品の基本を知る意味」

日本福祉大学	客員教授　後
ごとう

藤芳
よしかず

一

１
．
基
本
を
知
る
意
味
（
一
般
論
）

基
本
を
知
る
と
応
用
が
き
く
。「
基

本
」
→
「
応
用
」
の
関
係
は
次
の
よ
う

に
な
る
。
①
な
ぜ
生
ま
れ
た
か
→
生
ま

れ
た
も
の
が
背
負
う
性
格
や
意
義
が
分

か
る（
例
：
法
令
）、
②
定
義
→
回
り
の

環
境
や
組
合
せ
が
変
わ
っ
て
も
本
来
の

意
味
が
分
か
る（
例
：
語
義
）、
③
包
含

関
係
→
包
ま
れ
る
側
の
も
の
は
、
自
動

的
に
包
む
側
の
性
質
を
持
つ（
例
：
シ
ャ

ン
プ
ー
容
器
は
共
用
品
に
含
ま
れ
る
）、

④
歴
史
や
流
れ
→
先
を
予
想
で
き
る

（
例
：
市
況
）、
⑤
因
果
関
係
→
原
因
・

結
果
の
一
方
が
分
か
れ
ば
他
方
が
分
か

る（
例
：
気
候
と
季
節
）、
⑥
目
的
→
手

段
と
分
け
ら
れ
る（
例
：
持
続
と
利
益
）。

身
を
縮
め
る
こ
と
で
飛
躍
す
る
、
冬
を

経
た
蕾
が
花
に
な
る
。

２
．
ご
存
じ
で
す
か（
共
用
品
の
基
本
）

身
近
な
こ
と
か
ら
順
に
拡
げ
て
い
こ

う（
名
称
は
当
時
の
も
の
）。

（
１
） 

共
用
品
と
福
祉
用
具
（
広
義
）

福
祉
用
具（
広
義
）の
市
場
規
模（
Ｘ
）

は
、
福
祉
用
具（
狭
義
）（
Ａ
）と
共
用

品（
Ｂ
） 

の
市
場
規
模
を
合
わ
せ
た
も

の
で
あ
る
。
前
者
は
日
本
福
祉
用
具
・

生
活
支
援
用
具
協
会（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
）、

後
者
は
共
用
品
推
進
機
構
が
公
表
し
て

い
る
。
両
者
は
４
品
目
〈
温
水
洗
浄
便

座
、
乗
用
車
、
バ
ス（
低
床
）、
ホ
ー
ム

エ
レ
ベ
ー
タ
）（
Ｃ
）〉
が
重
複
す
る
。

よ
っ
て
、
Ｘ
＝
Ａ
＋
Ｂ

－

Ｃ
で
あ
り
、

２
０
１
７
年
度
は
４
２
，
０
８
３
＝

１
５
，
１
０
７
＋
２
９
，
７
４
４
－
２
，

７
６
８（
億
円
）で
あ
る
。

（
２
）市
場
規
模
と
福
祉
用
具
産
業

市
場
規
模
は
産
業
の
バ
イ
タ
ル
サ
イ

ン
で
あ
る
。
通
商
産
業
省
が
福
祉
用
具

産
業
政
策
を
始
め
る
に
際
し
、
市
場
規

模
を
定
義
し
た
。
通
産
省
機
械
情
報
産

業
局
「
福
祉
用
具
産
業
懇
談
会
第
２
次

中
間
報
告
」（
１
９
９
７
年
）
で
福
祉

用
具（
狭
義
）（
車
い
す
、
介
護
用
ベ
ッ

ド
な
ど
）の
範
囲
を
示
し
、
市
場
規
模

を
公
表
し
た
。
同
第
３
次
中
間
報
告

（
98
年
）
で
は
、
福
祉
用
具（
狭
義
）
の

周
辺
領
域
に
共
用
品
を
充
て
て
、
福
祉

用
具（
広
義
）を
定
義
し
た
。
以
後
、
こ

の
定
義
に
基
づ
い
て
、
両
組
織
か
ら
市

場
規
模
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
福
祉
用
具
産
業
政
策
と
福
祉
用

具
法福

祉
用
具
産
業
政
策
は
、
福
祉
用
具

法（
福
祉
用
具
の
研
究
開
発
及
び
普
及

の
促
進
に
関
す
る
法
律
）の
も
と
で
始

め
ら
れ
た
。
福
祉
用
具
法
は
通
産
省
と

厚
生
省
に
よ
っ
て
93
年
10
月
に
施
行
さ

れ
た
。
旧
薬
事
法（
医
療
機
器
や
医
薬

品
を
対
象
）が
規
制
法
で
あ
る
の
に
対

し
、
福
祉
用
具
法
は
振
興
法
で
あ
る
。

共
用
品
の
市
場
規
模
は
、
こ
う
し
た
手

順
で
定
義
さ
れ
た
。

（
４
）
福
祉
用
具
法
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー

関
連
法

福
祉
用
具
法
を
契
機
に
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
関
係
の
法
律
の
整
備
が
進
ん
だ
。

ハ
ー
ト
ビ
ル
法（
高
齢
者
、
身
体
障
害

者
等
が
円
滑
に
利
用
で
き
る
特
定
建
築

物
の
建
築
の
促
進
に
関
す
る
法
律
）（
建

設
省
、
94
年
９
月
施
行
）、
交
通
バ
リ
ア

フ
リ
ー
法
※（
高
齢
者
、
身
体
障
害
者

等
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
移
動

の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
）（
運

輸
省
、
00
年
11
月
同
）、
改
正
ハ
ー
ト

ビ
ル
法
※（
国
土
交
通
省
、
03
年
４
月

同
）、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
※（
高
齢
者
、

障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進

に
関
す
る
法
律
）（
06
年
12
月
同
）
で

あ
る（
※
は
措
置
や
義
務
規
程
が
あ
る

も
の
）。

（
５
）バ
リ
ア
フ
リ
ー
関
連
法
と
障
害
者

差
別
解
消
法
／
国
連
障
害
者
権
利
条
約

一
連
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
関
連
法
の
整

備
に
よ
っ
て
物
理
的
障
壁
の
除
去
が

進
ん
だ
。
国
連
障
害
者
権
利
条
約（
障

害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
）が
発
効

（
08
年
５
月
）し
、
日
本
は
批
准
す
る
準

備
と
し
て
障
害
者
差
別
解
消
法（
障
害

を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に

関
す
る
法
律
）（
16
年
４
月
同
）
を
制

定
し
た
。
同
法
は
、
社
会
的
障
壁
を
取

り
除
く
た
め
に
合
理
的
配
慮
を
求
め
る

（
国
等
は
義
務
、
民
間
事
業
者
は
努
力

義
務
）。
物
理
的
障
壁
は
社
会
的
障
壁

に
含
ま
れ
る
。
日
本
は
障
害
者
権
利
条

約
を
14
年
１
月
に
批
准
し
た
。

３
．
ご
存
じ
で
す
か
（
共
用
品
の
概
念

の
発
展
）

「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」（
59
年
、

北
欧
）→
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
」

（
74
年
。
国
連
）→
「
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン
」（
94
年
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）→
「
ア

ク
セ
シ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
」（
00
年
、
Ｉ

Ｓ
Ｏ
）
と
進
ん
だ
。
日
本
は
「
グ
レ
ー

の
部
分
」（
82
年
）→「
共
用
品
」（
91
年
）

を
唱
え
て
主
導
し
た
。「
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
」（
90
年
頃
、
米
国
）、「
デ

ザ
イ
ン
・
フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
」（
欧
州
）

の
用
語
も
あ
る
。機
構
は
共
用
品
を「
思

想
」
と
位
置
づ
け
た（
11
年
）。
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『目の不自由な人をよく知る本』合同出版より発刊

１
月
20
日
、
表
題
の
書
籍
が
合
同

出
版
か
ら
発
行
さ
れ
、
多
く
の
公
共

図
書
館
、
学
校
図
書
館
に
届
い
て
い

ま
す
。
Ａ
４
版
、
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
で

１
０
４
ペ
ー
ジ
の
こ
の
本
は
、
１
章
が

目
の
不
自
由
な
人
の
く
ら
し
の
く
ふ

う
、
２
章
が
生
活
と
道
具
、
３
章
が

子
ど
も
の
教
育
、
４
章
が
社
会
、そ
し

て
５
章
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。

題
名
の「
よ
く
知
る
」
か
ら
、
発
行

元
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

そ
の
思
い
に
対
し
て
、筑
波
大
学
附

属
盲
学
校
で
長
年
、
目
の
不
自
由
な

子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
に
従
事
し
、そ

の
後
、
宮
城
教
育
大
学
で
教
師
を
目

指
す
学
生
を
指
導
さ
れ
て
き
た
猪い
の
ひ
ら平

真ま

り理
さ
ん
と
、長
年
、視
覚
障
害
当
事

者
分
野
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
き
た

日
本
点
字
図
書
館
の
理
事
長
、
田た
な
か中

徹て
つ
じ二
さ
ん
が
監
修
と
し
て
協
力
さ
れ

て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

こ
の
本
の
出
発
点
は
、視
覚
に
障
害

の
あ
る
人
た
ち
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
し
た
。

生
ま
れ
つ
き
全
盲
の
人
か
ら
は
、家

の
中
で
聞
こ
え
る
お
母
さ
ん
の
ス
リ
ッ

パ
の
パ
タ
パ
タ
と
い
う
音
の
違
い
で
、

機
嫌
の
良
し
あ
し
が
分
か
る
こ
と
や
、

壁
沿
い
に
歩
い
て
い
て
開
け
た
感
じ
が

す
る
と
交
差
点
に
出
た
こ
と
が
分
か

る
こ
と
。
ま
た
、
中
途
失
明
の
人
か
ら

は
、
見
え
て
い
る
と
き
は
、『
さ
わ
る
』

こ
と
で
し
か
な
か
っ
た
手
が『
見
る
』

役
目
も
は
た
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
が
寄
せ
ら
れ
、そ
ん
な

生
の
声
が
こ
の
本
の
冒
頭
に
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

は
じ
め
に
当
事
者
の
声
を
聴
く
こ

と
で
、
目
の
不
自
由
な
人
イ
コ
ー
ル

〇
〇
の
よ
う
な
、画
一
的
な
思
考
が
払

拭
で
き
、
１
章
の「
目
の
不
自
由
な
人

の
く
ふ
う
」
が
、
ま
っ
さ
ら
に
な
っ
た

頭
に
気
持
ち
よ
く
沁
み
こ
ん
で
い
き

ま
す
。

冷
蔵
庫
の
収
納
で
は
、
み
そ
、
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
、
チ
ー
ズ
、
作
り
置
き
お

か
ず
な
ど
、ど
こ
に
何
を
お
く
か
を
決

め
て
い
る
。
な
じ
み
の
美
容
師
は
、
好

み
や
生
活
パ
タ
ー
ン
を
理
解
し
て
く

れ
て
い
て
、髪
の
毛
の
状
態
や
色
の
変

化
も
指
摘
し
て
も
ら
え
る
信
頼
関
係

を
大
切
に
し
て
い
る
。

家
電
製
品
店
に
行
く
際
に
は
、
前

も
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
欲
し
い
製

品
の
こ
と
を
調
べ
て
い
く
と
、さ
ら
に

深
く
広
い
情
報
を
店
員
さ
ん
が
教
え

て
く
れ
る
。
手
に
刺
さ
っ
た
棘
を
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
抜
い
て
も
ら
っ
た
ら
、
ぬ
い

た
棘
を
紙
の
上
に
の
せ
て
テ
ー
プ
を

貼
っ
て
、
上
か
ら
触
ら
せ
て
も
ら
っ
た

経
験
が
あ
る
…
…
な
ど
な
ど
。
読
ん
で

い
る
う
ち
に
、他
の
場
面
で
も
使
え
そ

う
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
次
か
ら
次
へ
と

頭
の
中
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

今
さ
ら
聞
け
な
い
こ
と
も

２
章
の「
目
の
不
自
由
な
人
と
道

具
」
で
は
、さ
ま
ざ
ま
場
面
で
の
福
祉

用
具
や
、共
用
品
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。冒
頭
の
ペ
ー
ジ
で
は
、「
家
の
中
で

は
白
杖
な
し
で
Ｏ
Ｋ
」
と
の
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
と
共
に
、「
家
の
中
で
は
ど
こ
に

何
が
あ
る
か
を
お
ぼ
え
て
い
る
の
で
白

杖
が
な
く
て
も
大
丈
夫
」と
そ
の
理
由

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
本
の
特
徴
の
一
つ
は
、
笑
っ
た

顔
の
犬
と
困
っ
た
顔
の
犬
に
セ
リ
フ
を

言
わ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

お
札
の
識
別
の
場
面
に
登
場
す
る

困
っ
た
顔
の
犬
は
、「
ほ
と
ん
ど
の
目

の
不
自
由
な
人
は
、
長
さ
の
違
い
で

お
札
を
見
分
け
て
い
る
。
触
る
だ
け

で
分
か
る
か
確
か
め
て
み
よ
う
」
と
、

読
者
に
問
い
か
け
て
い
ま
す
。

社
会
モ
デ
ル

題
名
に
「
よ
く
知
る
」
と
あ
る
の

は
、
読
み
終
わ
る
と
よ
く
理
解
で
き

ま
す
。
目
の
不
自
由
な
人
の
生
活
の

コ
ツ
は
、
多
く
の
人
に
ヒ
ン
ト
に
な

り
ま
す
。
困
っ
た
犬
、
笑
っ
た
犬
に

は
、
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
チ
ャ
ン

ス
を
も
ら
え
ま
す
。
多
く
の
人
に
読

ん
で
い
た
だ
き
た
い
一
冊
で
す
。

星
川
安
之

『目の不自由な人をよく
知る本』

笑った顔の犬（上）、
困った顔の犬（下）
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となりのおばちゃんとして 【事務局長だより】	星川安之

数年前、東京上野にある東京文化会館から、従業員向けに、
来館される障害のある人、高齢者に対しての応対マニュア
ル作成の依頼があった。現場に出向き舞台から観客席を見
ると、椅子の席の色が複数あり、しかもランダムに異なる色
が配置されているため、誰もいない観客席ではあるが、舞台
上から見ると、あたかも多くの人が入っているように見える。

担当者に聞くと、お客さんが少ない時でも演奏する人
たちの気分が萎えることがないようにという工夫とのこ
と。さらに聞くと、来場者のみならず演者にも思いを向け
られる施設では、ハード面だけでなく人的応対でも、障害
の有無、年齢の高低に関わらず多くの工夫が行われてい
るとのこと。しかし、残念なことにその工夫を、役職員全
員で情報共有はされていないとのことだった。当初の依
頼であった応対マニュアルのもとは既にそれぞれの職員
の中にある、そのため一人一人の中に秘めたマニュアル
を、一度オープンにしてみるのはどうかとなり、全職員に向
け、来場者に喜ばれたことに関するアンケートを実施した。
「桜の時期になると、『桜はどこで咲いていますか？』の質問
があり、同館の来場者ではないけれど、せっかく上野にきて
くださった方のためにと、いつも答えられるようにしています」
から始まって、開演前に客席をまわっていると「少し寒いわね」
とお客さん同士の会話が聞こえたので、よろしかったらと毛
布をお持ちしたら、びっくりされながらもとても喜ばれました」
などなど、多くの良かったが上がってきた。それら一つ一つ
のエピソードに、共用品推進機構の各種パンフレットの構成

を担当してくれていた小松昌樹さんがあ
たたかなイラストをつけてくれた。それ
は東京文化会館“流”おもてなしエピソー
ド『アンサンブル』という題名の小冊子
になり全職員に配布された。26 あるエピ
ソードの中で一つだけ注意書きが付いて
いるものがある。それは、「白杖を使用さ
れているお客様をお出口に案内する際、『21 時を過ぎると上
野駅公園交差点の青信号のメロディが鳴らなくなるのでとっ
ても怖いんです』と伺いました。一瞬迷いましたが、お客様
と一緒に信号を横断し、改札の点字ブロックまでご案内いた
しました。『本当にありがとう。また何度でも来ます』と言っ
て下さいました。（ホール案内）」に対して、囲みで「本来、
ご案内は館内限定ですが、状況によっては『一人の人間とし
て』お手伝いするケースも出てきます。責任者への連絡と
安全の確保には充分注意しています」との注意書きである。

先日、ある自治体で、生活困窮者の相談にのり支援す
る役割の民生委員へのアンケートを見る機会があった。
14 年続けている人から良かったこととして、「民生委員
になる前よりも、いい意味でおせっかいになったこと」
とあり、工夫したことには「民生委員は、ここまでやら
ないこととか、やっちゃいけないことなど、何回かあり
ましたが、これは『おとなりのおばちゃんとして！！』
と言って、やって差し上げました。」とあった。前述の
注意書きの解決方法は、とても身近なところにもある。

共用品通信
【イベント】
心の目線を合わせる『ゆうこさんのルーペ』（1月29日）
心の目線を合わせる『人は見た目！と言うけれど』（2月5日）

【会議】
第2回TC173/SC7国内検討委員会（1月25日）
第2回TC159国内検討委員会（1月26日）
第2回AD国際標準化委員会（本委員会）（2月4日
コロナ禍での不便さ報告 杉並区障害者団体連合会にて（2月25日）

【講義・講演】
筑波大学インクルーシブ・リーダーズ・カレッジ（１月14日、星川）
早稲田大学（1月16日、星川）
千代田区立九段小学校　共用品授業（2月3日、森川）

【報道】

時事通信社　厚生福祉　１月12日　『ゆうこさんのルーペ』
時事通信社　厚生福祉　２月19日　集合住宅の広報誌
時事通信社　厚生福祉　２月26日　キリンの食事時間
トイジャーナル　２月号　『障害者とともに働く』
トイジャーナル　３月号　絵本『てん』からのメッセージ
福祉介護テクノプラス ２月号　障害を知る本
福祉介護テクノプラス ３月号　共用品展示室
福祉介護テクノプラス ４月号　コロナ禍での課題と工夫①
高齢者住宅新聞　1月６日・13日　バイキングでの感染対策
高齢者住宅新聞　２月10日　障害がある人へ説明するとき
シルバー産業新聞　1月10日　『障害者とともに働く』
日本ねじ研究協会誌　２月　その９　点字
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